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小
曾
戸

洋

待
望
の
真
柳
氏
の
著
書
が
出
る
。
久
々
の
読
み
ご
た
え
の
あ
る
中
国
医
籍
研
究
書
で
あ
る
。

中
国
伝
統
医
学

(
漢
方)

の
根
幹
を
な
す
典
拠
は

『

黄
帝
内
経』

『

神
農
本
草
経』

『

傷
寒
・
金
匱』

の
三
大
古
典
で
あ
る
。
今
回

の
氏
の
著
作
は
い
う
ま
で
も
な
く

『

黄
帝
内
経』

に
関
す
る
も
の
で
、
こ
こ
に
い
う

｢

黄
帝
医
籍｣

と
は
、
い
ず
れ
も
正
式
書
名
に

黄
帝
の
名
を
冠
す
る

『

素
問』

『
針
経』

『

霊
枢』
『

明
堂』

『

難
経』

『

甲
乙
経』

『

太
素』

の
こ
と
で
あ
る
。

お
よ
そ
中
国
古
典
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
そ
の
書
誌
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
研
究
の
対
象
と
す
る
書
物
が
、

い
か
な
る
経
緯
で
書
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
伝
承
の
も
と
に
今
に
至
っ
て
い
る
か
が
不
明
確
で
は
、
そ
の
研
究
自
体
が
成
り
立
た
な
い
。

氏
の
著
作
は
長
年
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
労
作
で
、
書
誌
学
を
基
本
と
し
、
新
出
の
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ

の
上
で
独
自
の
論
を
展
開
し
て
お
り
、
従
来
の
先
達
の
水
準
を
は
る
か
に
越
え
た
歴
史
に
残
る
名
著
と
い
っ
て
も
過
言
は
な
い
。

本
書
が
出
版
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
今
後

『

黄
帝
内
経』
さ
ら
に
中
国
伝
統
医
学
の
研
究
を
め
ざ
す
人
は
、
こ
の
書
に
目
を
通
す
必

要
が
生
じ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
を
高
く
評
価
し
、
広
く
推
薦
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

(

日
本
医
史
学
会
理
事
長
、
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
部
長)
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よ
く
よ
く
考
え
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
考
え
つ
づ
け
る
と
、
鬼
神
の
よ
う
に
わ
か
る
だ
ろ
う
。

だ
が
鬼
神
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
精
気
の
極
致
が
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
る
。

思
之
思
之

又
重
思
之

思
之
而
不
通

鬼
神
将
通
之

非
鬼
神
之
力
也

精
気
之
極
也

『

管
子』

第
四
九
篇

内
業

｢

黄
帝
医
籍｣

と
は
わ
た
し
の
造
語
で
、
お
そ
ら
く
過
去
に
も
用
例
は
な
い
と
お
も
う
。
こ
の
た
め
、
造
語
し
た
意
図
や
そ
の
範

疇
を
即
座
に
想
起
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

｢

黄
帝
内
経｣

や�
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あ
る
い
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な
ら
ば
、
お
よ
そ
漢
字
圏
の
伝
統
医
学
関
係
者
お
よ
び
世
界
の
中
国
学
研
究
者
は
、
か
な
ら
ず
や
見
聞
し
た

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
核
が

『

素
問』

『

霊
枢』

た
る
こ
と
は
周
知
に
属
す
る
。
両
書
に
し
て
も
、
拙
著
で
あ
つ
か
う
他
の

黄
帝
医
籍
に
し
て
も
、
個
々
の
注
釈
書
・
研
究
書
・
入
門
書
は
ま
さ
に
汗
牛
充
棟
で
、
古
典
的
名
著
か
ら
近
現
代
の
著
述
が
巷
間
に

流
通
し
て
い
る
。



◎
従
来
の
中
国
伝
統
医
学
研
究
の
水
準
を
は
る
か
に
越
え
た
歴
史
に
残
る
名
著
な
る
！
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い
ま
伝
統
医
学
研
究
は
各
国
で
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
る
。
史
学
や
人
類
学
の
一
環
と
し
て
医
療
史
を
あ
つ
か
う
研
究
も

増
加
し
て
き
た
。
し
か
し
文
献
の
成
書
年
代
や
使
用
底
本
の
問
題
が
し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
曖
昧
に
す
る
例
も
す
く
な

く
な
い
。
と
く
に
本
書
で
取
り
あ
げ
た
黄
帝
医
籍
の
各
書
は
、
中
国
・
日
本
・
韓
国
と
欧
米
で
注
釈
書
や
入
門
書
が
あ
る
も
の
の
、

歴
史
を
俯
瞰
で
き
る
研
究
書
が
な
か
っ
た
。｢

黄
帝
内
経｣

伝
説
が
い
ま
だ
跳
梁
跋
扈
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
も
あ
ろ
う
。

各
書
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
哲
が
論
議
を
か
さ
ね
て
き
た
が
、
未
解
決
の
問
題
が
山
積
し
、
遺
憾
と
す
べ
き
情
況
に
あ
っ
た
。
原

因
は
多
面
に
わ
た
る
が
、
主
に
は
医
学
古
籍
が
北
宋
代
と
江
戸
後
期
を
除
き
学
問
の
正
式
対
象
と
さ
れ
ず
、
お
よ
そ
史
料
批
判
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
た
め
多
様
な
問
題
点
が
錯
綜
し
、
解
決
に
は
人
文
科
学
�
分
野
の
手
法
と
成
果
を
援
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
同
時
に
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
医
学
の
素
養
も
必
須
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
な
ど
が
関
与
し
て
い
る
。
た
と
え
革

新
的
で
あ
ろ
う
と
、
単
一
の
視
点
や
手
法
で
は
到
底
解
決
で
き
な
い
。

【

著
者
紹
介】

茨
城
大
学
人
文
学
部
・
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
教
授

(
中
国
科
学
史)

、
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
・

中
国
出
土
資
料
学
会
理
事
・
東
亜
医
学
協
会
理
事
・
日
本
薬
史
学
会
評
議
員

黄
帝
医
籍
研
究
・『

素
問』

『

針
経』

『

霊
枢』

『

明
堂』

『

難
経』

『

甲
乙
経』

『

太
素』

・
黄
帝
医
籍
研
究
・『

素
問』

『

針
経』

『

霊
枢』

『

明
堂』

『

難
経』

『

甲
乙
経』

『

太
素』

・
黄
帝
医
籍
研
究
・『

素
問』

『

針
経』

『

霊
枢』』

黄
帝
医
籍
研
究
・『

素
問』

『

針
経』

『

霊
枢』

『

明
堂』

『

難
経』

『

甲
乙
経』

『

太
素』

・
黄
帝
医
籍
研
究
・『

素
問』

『

針
経』

『

霊
枢』

『

明
堂』

『

難
経』

『

甲
乙
経』

『

太
素』

▼
Ａ
５
判
上
製
・
６
３
０
頁
・
本
体
価
格
６
０
０
０
円

IS
B
M
978-4-7629-6528-9

C
3010

14
年
11
月
刊



現
在
の

『

素
問』

『

霊
枢』

に
は
中
国
伝
説
上
の
三
皇
五
帝
の
一
人
、｢

黄
帝｣

と
臣
下
の
問
答
形
式
に
よ
る
論
述
が
多
数
あ
る
。
こ
れ
も
あ
っ

て
両
書
を

『

漢
志』

の

｢

黄
帝
内
経｣

と
む
す
び
つ
け
る
上
記
の
類
推
が
う
ま
れ
、
両
書
名
に

｢

黄
帝｣

や

｢

黄
帝
内
経｣

を
冠
す
る
こ
と
が
千

数
百
年
以
上
つ
づ
い
て
き
た
。
現
在
も
中
国
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
で

『

素
問』
+
『

霊
枢』

＝

『

黄
帝
内
経』

と
さ
れ
、
あ
た
か
も
定
説
の
ご

と
く
語
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
両
書
の
原
本
が
成
書
し
た
以
降
、
関
連
し
た
医
書
が
初
唐
ま
で
編
纂
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
問
答
形
式
や

『

漢
志』

の
医
経
に
該
当
す

る
内
容
、
あ
る
い
は
両
書
に
類
似
す
る
か
発
展
し
た
内
容
が
み
え
る
。『

難
経』

『

明
堂』

『

甲
乙
経』

お
よ
び

『

太
素』

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
も

｢

黄
帝｣

や

｢

経｣

の
付
加
な
い
し

｢

黄
帝
内
経｣

を
冠
す
る
こ
と
が
徐
々
に
ひ
ろ
ま
っ
て
き
た
。
当
伝
承
史
ゆ
え
、
わ
た
し
は
以
上
の
各
書
を

｢

黄
帝
医
籍｣

と
総
称
す
る
こ
と
と
し
た
。
各
書
は
内
容
の
み
な
ら
ず
、
成
書
や
伝
承
・
普
及
の
経
緯
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
た
め
、
一
括
し

て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
先
達
の
研
究
成
果
と
提
起
し
た
問
題
を
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
か
つ
て
未
知
の
史
実
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
史
実

と
史
実
を
む
す
ぶ
歴
史
現
象
に
光
を
あ
て
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。
あ
る
い
は
伝
説
を
検
証
し
、
従
来
の
論
議
に
終
止
符
を
う
つ
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
予
測
な
い
し
希
望
に
も
と
づ
き
、
わ
た
し
は
拙
著
を
執
筆
し
た
。
各
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
旧
説
を
超
克

し
た
研
究
が
今
後
も
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
視
座
を
江
湖
の
諸
賢
に
提
起
す
る
た
め
で
も
あ
る
。

し
か
し
各
書
の
史
的
問
題
は
同
一
で
も
な
い
。
版
本
系
統
が
問
題
の

『

素
問』

、
伝
承
史
が
問
題
だ
っ
た
唐
代
ま
で
の

『

九
巻』

『

針
経』

と
宋

代
以
後
の

『

霊
枢』

、
旧
態
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

『

難
経』

、
成
書
年
代
と
現
存
本
の
来
歴
が
問
題
だ
っ
た

『

甲
乙
経』

、
成
書
も
伝
承
史
も
不
明

瞭
だ
っ
た

『

明
堂』

『

太
素』

、
な
ど
の
相
違
が
あ
る
。
ゆ
え
に
各
書
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
そ
っ
て
論
述
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
た
め
個
々
の
考

察
を
は
ぶ
い
て
も
論
旨
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
各
章
の
文
献
ご
と
に
概
要
・
成
書
・
伝
承
・
現
存
本
な
ど
の
節
や
細
節
を
も
う
け
た
。
考
察
が
多

面
に
わ
た
っ
た
場
合
は
、
小
結
や
結
語
・
総
括
を
細
節
や
節
・
章
の
末
尾
に
付
し
た
書
も
あ
る
。
書
末
に
は
拙
著
で
言
及
や
あ
き
ら
か
に
し
た

｢

所
出
文
献
関
連
年
表｣

を
付
録
し
、
向
後
の
利
用
に
供
し
た
。
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第
一
節

序

論
概
要
／
成
書
／
唐
代
ま
で
の
伝
承
／
版
本
系
統

第
二
節

北
宋
版

①
煕
寧
二
年

(
一
〇
六
九)

新
校
正
本
／
②
元
豊
間

(

一
〇
七
八
〜
八
五)

孫
氏
校
刊
本
／
③
宣
和
三
年

(

一
一
二
一)

校
刊
本

第
三
節

南
宋
版

④
紹
興
二
五
年

(

一
一
五
五)

刊
本
／
⑤
紹
定

(

一
二
二
八
〜
三
三)

重
刊
本
／
⑥
南
宋
未
詳
年
坊
刻
本
／

⑦
南
宋
中
後
期
坊
刻
本

第
四
節

金

版

⑧
金
末
蒙
古
初
刊
本

第
五
節

元

版

⑨
前
至
元
二
〇
年

(

一
二
八
三)

読
書
堂
刊
本
／
⑩
後
至
元
五
年

(

一
三
三
九)

古
林
書
堂
刊
本

第
六
節

明

版

⑪
嘉
靖
二
九
年

(

一
五
五
〇)
顧
従
徳
�
宋
刊
本
／
⑫
明
・
無
名
氏
本

第
七
節

総

括

�
�
�

��
�
�
�

��
�
�

第
一
節

序

論

概
要
／
成
書
と
問
題
点

第
二
節

宋
代
ま
で
の
伝
承

歴
代
の
記
録
／

『

九
巻』

佚
文
と
現

『

霊
枢』

／『

黄
帝
針
経』
佚
文
と
現

『

霊
枢』

／
不
全
の

『

針
経』

『

霊
枢』

と
完
本『

針

経』
『

霊
枢
経』

の
出
現

第
三
節

北
宋
・
元
祐
本

『

針
経』

高
麗
本

『

針
経』

の
将
来
と
王
欽
臣
の
上
進
／
元
祐
本
の
旧
態
／
北
宋
末
・
南
宋
初
に
引
用
さ
れ
た

『

針
経』

『

霊
枢
経』

／
金
・



蒙
古
代
に
引
用
さ
れ
た

『

針
経』

『

霊
枢
経』

／
元
祐
本

『

針
経』

と
現

『

霊
枢』

の
関
係

第
四
節

偽
経
の

『

霊
枢
経』

九
巻

『

針
経』

と

『

霊
枢
経』

／

『

霊
枢
経』

の
実
態
／
出
現
と
湮
滅

第
五
節

南
宋
・
紹
興
本

『

霊
枢』

校
刊
経
緯
／
書
名
の
改
変
／
巻
数
の
変
化
と
版
式
／
総
目
の
付
加
と
銜
名
・
篇
目
の
削
除
／
改
変
の
意
図
と
背
景
／
音
釈
の
付
加

／
校
注
の

｢

一
本｣

／
元
祐
本
へ
の
校
正
／
来
歴
と
特
徴

第
六
節

現

『

霊
枢』
の
諸
本

明
・
無
名
氏
二
四
巻
本
系
／
元
・
古
林
書
堂
一
二
巻
本
系
／
和
刻
九
巻
本
系

第
七
節

総

括

�
�
�

��
�
�
	



第
一
節

概

要

第
二
節

成

書

第
三
節

伝

承

第
四
節

版

本

『

難
経
集
注』

／

『

難
経
本
義』

�
�
�

��


�
�

第
一
節

概

要

序
文
の
記
述
／
書
名
と
巻
数
／
内
容

第
二
節

成

書

皇
甫
謐
説
の
問
題
／
編
者
と
年
代

第
三
節

伝

承

歴
代
の
記
録
／
唐
政
府
の
校
定
／
北
宋
の
医
官
育
成
と
医
書
出
版

第
四
節

現
存
本

明
・
医
統
正
脈
全
書

(

医
学
六
経)
本
／
明
・
藍
格
抄
本

第
五
節

結

語

�
�
�

��
�
�

第
一
節

概

要
現
状
と
構
成
・
内
容
の
特
徴
／

『

太
素』

経
文
と

『

素
問』

『
(

針
経)

九
巻』

の
関
係
／

『

甲
乙
経』

の
影
響

第
二
節

成

書
楊
上
善
の
著
述
／

『

太
素』

の
�
注
年
代
／
楊
上
・
善
の
墓
誌
／

｢
上
善｣

と

『

太
素』

の
�
注
背
景
／
李
賢
と

『

太
素』

の
成

書
年



第
三
節

伝

承
唐
宋
代
／
日
本
へ
の
将
来
／
阿
倍
仲
麻
呂
と
吉
備
真
備
の
関
与
／
医
官
育
成
と

『

太
素』

の
消
長
／
教
育
の
日
本
化
と

『

太
素』

の
伝
承

第
四
節

現
存
本

仁
和
寺
本
／
釈
文
と
校
刊
本

第
五
節

総

括
�
�
�

��
�
�

第
一
節

概

要
孔
穴
数
と
命
名
／
条
文
形
式
／
孔
穴
記
載
順
次
、
篇
だ
て
、
篇
配
列
、
孔
穴
図
示
、
五
行
穴
／
主
治
文
記
述
形
式
と
意
図
／
甲
乙

『

明
堂』

の
輯
佚
／
総
論
の
存
否
／

｢

明
堂｣

と
い
う
書
名

第
二
節

原

『

明
堂』

の
成
書
と
旧
態

背
景
／

『

明
堂
流
注
図』
と
『

偃
側
図』

／
成
書
年
代
／
敦
煌
本
か
ら
の
知
見
／
原

『

明
堂』

の
旧
態
／
穴
名
下
の
一
穴
・
二
穴

／
原
明
堂

『

流
注
図』

の
概
要

第
三
節

原

『

明
堂』

の
孔
穴
配
列
と
経
脈
循
行
の
概
念

頭
髪
部
六
篇
／
背
部
三
篇
／
顔
面
頸
肩
部
四
篇
／
胸
部
等
五
篇
・
腹
部
等
五
篇
／
上
肢
六
篇
・
五
九
穴
、
下
肢
六
篇
・
七
九
穴
／

孔
穴
・
経
脈
の
認
知
と

『

明
堂』

第
四
節

魏
晋
・
六
朝
・
隋
代
の
伝
承
・
変
化
お
よ
び
影
響

改
編
本
・
増
訂
本
と
異
本
の
出
現
／
禁
灸
穴
の
増
加
／
禁
灸
の
背
景
／
禁
穴
の
論
理
化
／

『

隋
書』

経
籍
志
の
著
録
と
医
官
育
成

第
五
節

唐
代
の

『

明
堂』

文
献

楊
玄
操
注

『

黄
帝
明
堂
経』

『

明
堂
音
義』

／
甄
権

『
明
堂
図』

／
李
襲
誉
ら
増
修

『

明
堂
人
形
図』

／

『

千
金
方』

所
収
本
／

楊
上
善

『

黄
帝
内
経
明
堂

(

類
成)』

／

『

外
台
秘
要
方』
所
収
本
／
付
説

『

医
心
方』

所
収
本

第
六
節

総

括
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